
学校

「まちなか先生」（学校出前講座）の実施

①教育指導課の助言を踏まえ、
公民館、図書館と学習プログ
ラム案の検討。NPO団体等
の選定、調整、集約

②校長会議等で各種学習プロ
グラム案の説明、各学校への
希望調査の実施

④学校からの回答に沿って、
講座内容を決定し、学校、各
団体への連絡

※随時推進員との連絡調整

学んだこと、技能、専門性、
思いを生かす社会の仕組みづ
くり

地域と学校が連携・協働して、地域全体で子どもの成長を支えるとともに、学校を核とした地域づくりを目指す。

⑥ゲストティーチャーと授業日程等の調整、学校への連絡
学校と地域をつなぐ役割

地域学校協働活動推進員

③希望調査の回答

⑤推進員へ授業日
程等の調整依頼

⑦ゲストティー
チャーとの直接の
連絡・調整を経て
授業の実施

社会教育課（公民館、図書館）

①

④

②

③

★授業の実施に向けた事務フロー

図書館事業

社会教育課

公民館事業

下野谷遺跡
文化財
人材情報

学習成果の還元

学校司書との連携
中学生調べもの学習
縁のある人物情報
地域行政資料

連携・協働

市民団体（ゆ
めこらぼ登録
団体など）

環境、防災、多文
化共生、まちづく
り など

⑥

※

④

⑤ ⑥
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「まちなか先生」（学校出前講座）取組み事例

①学芸員・文化財専門員による下野谷遺跡
での授業（東伏見小）

②市民団体（西東京レスキューバード）と協
働で災害に関する授業（住吉小）

③市民団体（西東京市カルタ制作委員会）、
と協働でカルタ体験授業（碧山小）

④地域の方と協働で弁論大会に向けた話し方
に関する授業（柳沢中）
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